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: 能動的な学びの場として    :
:      教 頭 井 澤  治 :

: 前 号でご紹介した中央棟の工事も順調に完了し、昨年 :
:4月 から新校舎 (中央棟)の 使用を開始しました。3階 :
:に は今回の工事の目玉となるアクティブラーエング室を :
:2室 設置しました。今、全国の教育現場では学習者であ :

:る 生徒が自ら主体となって、能動的に学ぶことができる :
:よ うな授業を行う学習方法、すなわち 「アクテイブラ

ー
:

:エ ング」を取り入れることが盛んに行われています。ま :
:た 、大学入試の際にもこのような学習の成果を問うよう :
:な 内容が検討 ・出題されています。本校では以前からこ :
:の ような学習方法を各教科で研究していましたが、今回 :
:ハ ード面の環境 (超短焦点型プロジェクターや可動式机 :
:と 椅子、ホワイトボードなど)が 整い、特に若い先生方 :

:が 中心となって使用の順番待ちになるほど意欲的な取り :
:組 みがなされています。               :
: 昨 年末、野球部が春の選抜大会 「21世紀枠」の山形代 :
:表 にノミネートされたことが大きな話題となりました。 :
:冬 場の過酷な環境の中でも練習方法を工夫し、東北大会 :
:に 連続出場するなどの実績が評価されました。残念なが :
:ら 最終的に全国3校 の枠に入ることはできませんでした :
:が 、41年連続インターハイ出場を呆たした陸上競技部と :

:も ども今後の全国的な活躍がとても楽しみです。    :
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